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調

査

結

果
の

概

要

【
教
科
に
関
す
る
調
査
結
果
】

　

小
学
校
6
年
生
は
、
国
語
Ａ
・

Ｂ
、
算
数
Ａ
・
Ｂ
、
理
科
に
お
い

て
、
全
国
の
平
均
正
答
率
と
比
較

し
て
、
3
～
5
ポ
イ
ン
ト
程
度
下

回
る
結
果
で
し
た
。
中
学
校
3
年

生
は
、
国
語
Ａ
・
Ｂ
、
数
学
Ａ
・
Ｂ
、

理
科
に
お
い
て
、
全
国
の
平
均
正

答
率
と
比
較
し
て
、
4
～
7
ポ
イ

ン
ト
程
度
下
回
る
結
果
で
、
憂
慮

す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、昨
年
度
と
比
較
し
て
、

小
･
中
学
校
と
も
に
、
ど
の
教
科

も
県
の
平
均
正
答
率
と
の
差
を
縮

め
て
お
り
、
継
続
的
な
努
力
の
成

果
が
う
か
が
え
ま
す
。

【
学
習
意
識
・
生
活
に

　
　
　
　
　

関
す
る
調
査
結
果
】

　

小
学
校
6
年
生
で
は
、「
計
画

を
立
て
て
勉
強
す
る
」「
授
業
の

予
習
を
す
る
」「
授
業
の
復
習
を

す
る
」と
回
答
し
た
割
合
が
、
全

国
の
平
均
値
を
大
き
く
上
回
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、「
学
校
の
宿
題
を
す

る
」と
回
答
し
た
割
合
は
、
小
学

校
6
年
生
で
全
国
の
平
均
値
を

や
や
下
回
り
、
中
学
校
3
年
生

に
な
る
と
全
国
の
平
均
値
を
大

き
く
下
回
る
な
ど
、
学
年
が
上

が
る
に
連
れ
て
、
宿
題
を
す
る

児
童
・
生
徒
の
割
合
が
下
が
る

傾
向
が
見
ら
れ
、
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
力
向
上
に
向
け
た

具
体
的
な
取
組
み

【
各
学
校
の
取
組
み
】

　

授
業
で
は
、
児
童
・
生
徒
に
目

的
意
識
を
持
た
せ
、
学
習
内
容
を

確
実
に
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
、

授
業
の「
め
あ
て
」「
ね
ら
い
」を
必

ず
提
示
す
る
こ
と
や
、
め
あ
て
に

対
す
る
ま
と
め
や
振
り
返
り
活
動

を
行
う
な
ど
、
日
々
の
授
業
改
善

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
、

学
習
形
態
を
工
夫
し
た
話
し
合
い

活
動
を
充
実
さ
せ
、
児
童
・
生
徒

同
士
が
互
い
に
学
び
合
う
環
境
を

作
る
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の
考
え

る
力
や
表
現
す
る
力
を
育
む
指
導

法
の
工
夫
・
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

授
業
以
外
で
も
、
児
童
･
生
徒

の
基
礎
的
・
基
本
的
な
学
力
を
確

実
に
定
着
さ
せ
る
た
め
、
授
業
前

　

更
に
、
家
庭
学
習
を
推
進
す
る

活
動
の
一
環
と
し
て
、
家
庭
で
テ

レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
に
触
れ
な
い
日
を

設
け
、
生
活
習
慣
や
学
習
習
慣
の

改
善
を
図
っ
て
い
る
学
校
や
、
独

自
の「
学
習
の
手
引
き
」を
作
成
し

て
い
る
学
校
な
ど
、
各
学
校
が
工

夫
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
教
育
委
員
会
の
取
組
み
】

　

家
庭
学
習
を
推
進
す
る
た
め
、

家
庭
学
習
用
ノ
ー
ト
の「
さ
く
ら
っ

子
ノ
ー
ト
」を
全
児
童
に
配
布
し

ま
し
た
。
各
学
校
で
は「
家
庭
学

習
の
心
得
」や「
学
習
の
手
引
き
」

施
し
て
い
る
も
の
で
、
経
験
豊
か

な
教
員
の
授
業
を
参
観
し
、
協
議

を
行
う
こ
と
や
、
研
修
会
を
通
し

て
最
新
の
教
育
方
法
を
学
ぶ
こ
と

で
、
教
員
と
し
て
の
指
導
力
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
幸
手
市
学
力
向
上

推
進
協
議
会
」を
設
置
し
、
各
学

校
で
行
う
学
力
向
上
の
た
め
の
取

組
み
や
、
家
庭
学
習
の
取
組
み
の

呼
掛
け
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、

市
全
体
の
学
力
向
上
に
つ
な
が
る

方
策
の
検
討
も
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
3
学
期
制
の
導
入
、

年
8
回（
半
日
単
位
）以
上
の
土
曜

授
業
の
実
施
、
国
や
県
の
制
度
を

活
用
し
た
教
員
の
増
員
、
市
独
自

の「
教
育
支
援
員
」の
配
置
な
ど
、

指
導
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
中
学
校
に
経
験
豊
富
な

教
員
な
ど
を「
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
」

と
し
て
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
更
な
る
学
力
向
上
を

目
指
し
、
各
小
･
中
学
校
へ
の
支

援
を
一
層
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

児
童
・
生
徒
の
学
力
の
向
上
を
目
指
し
て

児
童
・
生
徒
の
学
力
の
向
上
を
目
指
し
て

　
平
成
27
年
4
月
に
実
施
し
た
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
の
結
果
の
概
要
と
学
力
の
向
上
に
向
け
た
具
体
的
な
取

組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
　
学
校
教
育
課
☎（
43
）1
1
1
1
内
線
6
3
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
43
）3
1
8
8

を
配
布

す
る
な

ど
、「
さ

く
ら
っ

子
ノ
ー

ト
」の
使
い
方
を
工
夫
し
、
家
庭
学

習
の
習
慣
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
み
な
さ
ん
も
、
お
子
さ

ん
の
家
庭
学
習
の
取
組
み
を
励
ま

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
放
課
後

の
学
習
支
援
を
行
う「
さ
っ
て
ア
フ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業
」を
権
現
堂

川
小
学
校
、
吉
田
小
学
校
、
八
代

小
学
校
の
3
校
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
放
課
後
の
時

間
を
活
用
し
、
児
童
の
学
習
習
慣

の
定
着
化
と
学
力
向
上
を
目
指
す

も
の
で
、
今
後
、
ほ
か
の
小
学
校

に
も
拡
充
し
、
最
終
的
に
は
全
小

学
校
で
実
施
し
て
い
く
方
針
で
す
。

ミ
ナ
ー
」
と

い
う
教
員

の
研
修
会

も
実
施
し

て
い
ま
す
。

経
験
の
浅

い
教
員
を

対
象
に
実

　

ま
た
、
教
員
の
指
導
力
向
上
を

目
指
し
、「
幸
手
・
桜
の
学
び
セ

の
時
間
に
漢
字
や

計
算
、
英
単
語
な

ど
の
学
習
時
間
を

確
保
し
、
確
認
テ

ス
ト
や
校
内
一
斉

の
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
な
ど

の
工
夫
し
た
取
組
み
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
部
教
育
事
務
所
作
成

の
学
力
向
上
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
活

用
し
、
授
業
の
振
り
返
り
を
行
う

こ
と
で
、学
習
内
容
の
定
着
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
テ

レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
」

「
携
帯
電
話
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
」の
利
用
時
間

は
、
小
学
校
6
年
生
で
は
全
国
の

平
均
値
と
比
較
し
て
や
や
短
い
と

い
う
結
果
で
し
た
が
、
中
学
校
3

年
生
に
な
る
と
、
全
国
の
平
均
値

よ
り
長
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
度
の
結
果
と

比
較
し
、
長
時
間
使
用
し
て
い

る
児
童
・
生
徒
の
割
合
は
大
幅

に
減
少
し
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
の
使
用
に
つ
い
て
、

各
学
校
で
の
指
導
や
家
庭
で
の

取
組
み
の
成
果
が
表
れ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
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▲研修会の協議の様子

▲さくらっ子
ノート
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■ 環境基本計画に掲げる「重点目標」の取組み状況（一部抜粋）

　「幸手市環境基本計画」では、50 年後を目安とした幸手の望ましい姿を

「幸手の環境像」として掲げています。その目標に向けた「協働の取組指標」

について、平成 26 年度末時点における取組状況の一部をお知らせします。　

　市では、平成 26年度～平成 30年度を計画期間とする「第 2次幸手

市地球温暖化対策実行計画【事務事業編】」を策定し、幸手市役所の事

務事業から排出される温室効果ガスを、平成 22年度（基準年度）から

6％削減するという目標を掲げ、各事務事業に取り組んでいます。

　平成 26 年度の時点で、目標を大きく超える削減がされています

が、東日本大震災と原子力発電所の事故による節電効果が大きく影

響していると考えられます。

　引き続き、温室効果ガスの排出量の削減に努めていきます。

幸手市環境基本
計画の取組状況

2,500

3,000

3,500

H22
（基準）

H30
（目標）

H23 H24 H25

3,407

2,937
2,895

2,945

H26

2,951

【温室効果ガス排出量

　　　　　　削減目標値】

　「幸手市地球温暖化対策実行計画」では、市の公共施設などか

ら排出される温室効果ガスの排出量の削減目標を掲げ、その目

標達成に向けて取り組んでいます。

幸 手 市 の
温室効果ガス排出量

問合せ　環境課☎（48）0331・（48）2226

募集期間 1 月 25 日（月）～ 2月 25 日（木）

閲覧場所
・市役所本庁舎 2階政策調整課窓口（閉庁日を除く）
・各公民館（休館日を除く）
・市ホームページ（http://www.city.satte.lg.jp/）

対 象 市内在住・在勤・在学の人、本戦略に利害関係のある人

募集内容 幸手市まち・ひと・しごと創生総合戦略（素案）に対する意見

提出方法

閲覧場所で配布している応募用紙に必要事項を記入の上、いず
れかの方法で政策調整課へ
・持参（市役所本庁舎 2階）
・郵送（〒 340-0192 幸手市東 4-6-8）
・ＦＡＸ ( (43)3783)
・メール（seisaku@city.satte.lg.jp）

　

市
で
は
、
人
口
減
少
を

克
服
し
、
定
住
の
場
所
と

し
て
幸
手
市
を
選
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
、
現
在「
幸
手
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略（
計
画
期
間

：

平
成
27
年
度
～
平
成
31
年

度
）」
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
戦
略
の
策
定
に
あ

た
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
広
く
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
よ
り
良
い
戦
略
策

定
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
く
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご

幸
手
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

　
　
　
　
　
創
生
総
合
戦
略（
素
案
）

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
に
つ
い
て

問
合
せ　

政
策
調
整
課
☎（
43
）1
1
1
1
内
線
4
4
0
1　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
43
）3
7
8
3

意
見
を
、
お

待
ち
し
て
い

ま
す
。

協働の取組指標 担当課 達成度 取組状況

公共施設において、建材の健康への安全性
を確保します

財 政 課 実施
平成 20 年度に実施した市役所本庁舎の分析調査にお
いて、アスベストは検出されなかった。以降、危険
性を有する建材は使用していない。

燃やせるごみの中の生ごみを減らします 環 境 課 実施
生ごみ処理容器（コンポストや電動式）の補助制度を
開始した。

公共事業において、自然らしさや生き物の
生息を確保し、自然の良さを取り戻します

都市計画課 実施
高須賀池公園において、既存生物に配慮した親水性
の高い公園整備を行い、この維持管理に努めている。

全ての学校・保育所で、地元で作る安全な
農作物が食べられるようにします

子育て支援課 実施 安心・安全な幸手産の野菜を調達し、全部の市立保育
所と一部の小・中学校の給食食材に使用している。総 務 課 一部実施


